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論文内容の要旨
主論文では、従来ほとんど注目されていなかった汎用能動義手の感覚装置の必要性と有効性を示し、
実際に切断者が日常生活に使用し得る感覚装置を作る場合の問題点を情報伝送の観点から展開する。
主論文は以下の 6 章より構成されている。
第 l 章は、論文の概要である。
第 2 章では、人間への情報伝送に皮膚振動感覚を利用する場合の振動の与え方を述べ、どの程度の
情報伝送を行えるかを示す。
第 3 章では、皮膚振動感覚による情報伝送において、伝達情報の不安定性を惹起する要因を、振動
子と皮膚の結合状態および皮膚の機械インピーダンスの変化で捉え、情報伝送を安定に行なう振動発
生装置の設計法を示す。
第 4 章では、義子の感覚装置が補綴の一部となるための実際的な問題を、装置の試作・改良を通じ
て明らかにし、その解決方法を示す。
第 5 章では、義子の感覚装置が、義手の制御にどの程度役立つかを日常生活動作テストによって測
定する。さらに、より客観的かっ一般的な補綴の評価法として、生来の器官の能力を 100 %とする能
力指数を提案し、この能力指数の安定性を 1 年間の測定間隔のデータおよび 5 名の被験者による測定
データから示す。この評価指数から感覚装置の効果を平担にするための圧縮増幅器の必要性を示す。
最後に第 6 章において、本論文に示された研究の成果と問題点を整理する。
以上の研究より、小形・軽量の実用的な感覚装置設計の指針が示された。
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論文の審査結果の要旨
この論文は、感覚装置をもっ能動義手の基礎的研究とその開発に関するもので、 4 つの部分より成
る。まず、人間への情報伝達の手段として皮膚振動感覚を利用する場合について振動の与え方と振動
感覚および振動エネルギーの関係をしらベ、 3乃至 5 ビットの値をえている。次に皮膚に振動を与え
る振動発生装置のうち振動子と皮膚との結合による不安定性についてしらベ、自励振動形のものを開
発して安定化を行なっている。さらに、これを実際の能動義手にとりつけて使用した場合の問題点を
実験的に検討し、試作 7 号機において優れた特性を示している。そのほか、義子の操作能力の評価法
について考察している。これらは制御および生物工学の分野で新しい知見を加えたものである。
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